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東急田園都市線沿線に広がる多摩田園都市は、
一株式会社が手掛けた大規模住宅都市であり、
我が国でも特筆すべき都市計画事業である。五
島慶太により、この住宅都市の構想が公表され
てから60年の月日が流れようとしている。その源
流を辿ると渋沢栄一の田園都市構想、さらに英
国E.ハワードの田園都市論まで溯る。都市住宅
地の有り様が問われている今日、このハワードの
遺産ともいえる多摩田園都市に着目し、その歩ん
できた道のりを追いながら、その意義を考える。

構想から骨格形成へ
ハワードの田園都市の理想は、渋沢栄一等に受
け継がれ、田園調布等の郊外住宅地開発を経て、
五島慶太による多摩田園都市開発構想「城西南
地区開発趣意書」に結実した。本格的な近代化を
歩み始めた日本の首都東京は、関東大震災を経
験し、急激な人口増加にさらされる。この背景を
もとに大ロンドン計画を参考にした「首都圏整備
計画」は、基本的に開発が規制される近郊地帯
（グリーンベルト）案が含まれた。対象地域がまさ
にこの近郊地帯に重なる多摩田園都市の開発は
危ぶまれたが、「多摩川西南新都市計画」をバッ
クボーンとして、土地区画整理事業による市街地
建設の道を開き、多摩田園都市の骨格が形成さ
れた。

発展から継承へ
近代建築運動メタボリズムの代表的建築家菊竹
清訓により「ペアシティ計画」が策定されたが、多
摩田園都市は、人口は急増した反面、都市施設の
整備が遅れをとっていた。そこで「アミニティプラ
ン」を策定し、都市施設の充実により「住民が快
適に生活できること」を目指した。その後、開発
30周年を期に「多摩田園都市21プラン」を打ち
出し、21世紀に向けた豊かな街づくりに取り組み、
継続的なコミュニティ形成に努力を重ねている。
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アクセス
・東急大井町線 尾山台駅徒歩12分
・東急東横線・東急多摩川線 
 多摩川駅より東急バス 二子玉川駅行6分
＜東急ゴルフパークたまがわ前・東京都市大南入口＞下車徒歩3分
・東急田園都市線 二子玉川駅より東急バス 多摩川駅行7分
＜東急ゴルフパークたまがわ前・東京都市大南入口＞下車徒歩3分
・東急東横線 田園調布駅より東急バス 千歳船橋駅行5分
＜東京都市大北入口＞下車徒歩5分
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五島慶太 上：城西南地区開発趣意書計画図　下：「ペアシティ計画」完成予想模型


